


Top Message

2024年5月期の振り返り

物件の入れ替えによる財務の健全化が進み、新規事業領域も着実に進捗

2025年5月期の事業計画について

2024年5月期の連結業績は、売上高427億2百万円（前期比
3.6%増）、営業利益9億31百万円（同31.1%増）、当期純利益
4億14百万円（同310.9%増）と増収増益で着地しました。財
務体質強化に関しても、自己資本比率は前期末から3.3ポイ
ント上昇し29.1%へ改善しました。利益水準が期初計画を
上回ったことを受けて、1株当たり年間配当金も19円へ増配
しました。

当期は重点方針として収益基盤再構築に向けて既存の主軸

事業（リノベーション事業分野、ソリューション事業分野）の

再構築と先行投資事業（エコキューブ、FLIE）の拡充による
差別化の推進という「両利きの経営」を推進してまいりまし

た。不透明な不動産市況に対する事業リスクの最小化と情報

の透明化、今後求められる消費者ニーズに対応した当社独自

の商品やサービス展開が着実に進んでおります。

主軸事業であるリノベーション事業分野の売上高は347億
81百万円（同7.0%増）、営業利益5億50百万円（同26.6%減）
となりました。リノヴェックスマンション販売では、平均販

売単価は前期比6.5%増の2,799万円、販売件数は前期比
2.0%減の1,129件となりました。当期は需給バランスの変
化に迅速に対応するため、在庫入れ替えを積極的に行い、長

期在庫を減らすとともに仕入れ物件の厳格化を行いました。

この結果、重要な経営指標であるリノヴェックスマンション

の事業期間（施工期間と販売期間の合計日数）の状況は、当期

上半期211日だったのに対し下半期は193日まで改善する
ことができました。

ソリューション事業分野の、売上高は79億20百万円（同
9.3%減）、営業利益12億23百万円（同34.9%増）となりまし
た。リースバック事業では取得した物件の不動産信託受益化

を行ったことで、収益に寄与しました。アセットシェアリン

グ事業では2024年5月に新シリーズの組成を行いました。
また、円安やインバウンド需要の高まりでホテル事業稼働率

も大幅に向上しました。

新規事業領域では、省エネリノベーション「エコキューブ」

は、業界に先行して「省エネルギー性能レポート」の提供を開

始し、省エネ効果の見える化を実現しました。また、施工コ

ストや工期短縮の課題を解決していくため、新工法・機器の

開発を推進しています。

不動産売買プラットフォーム「FLIE」は、ポータルサイトの
掲載数を拡充、さらには事業者向けに物件の反響受付から内

覧、契約に至るまでオンライン・オフライン一体型で不動産

流通取引を支援するDXパッケージ「FLIE ONE」の提供を開
始しました。スマビューをはじめとする「FLIE ONE」は大
手仲介業者での採用が増加しており、ストック収益として積

み上げ、業績の安定につなげていきます。

主要事業の体質の強化による収益の拡大と人的資本経営を積極的に推進

2025年5月期の連結業績計画は、売上高450億11百万円（前
期比5.4%増）、営業利益16億19百万円（同74.0%増）、当期
純利益8億96百万円（同116.6%増）、1株当たり年間配当金
は、創立30周年を迎えることから記念配当（14円）を加え、
年間34円（同15円増）を予定しております。
リノベーション事業分野では、売上高は320億円（同1.4%

増）としました。リノヴェックスマンションの販売計画は、平

均販売単価は前期比4.0%増の2,914万円、販売件数は前期
比横ばいの1,100件としております。
不動産市況は、円安やインフレ対策としての投資マネー流

入が続き、首都圏の新築マンション物件は実需層では購入

が困難な価格水準へと高騰しています。このため中古マン

Back to our core Value ——

根幹である現場力を高めるとともに、
イノベーションを絶やさずに
新たな価値を創出する。

代表取締役社長　俊成誠司



コアバリューである現場力を高めるために、社員が成長できる環境を整える

30期を迎え、この先の展望について

来年で当社が創立30周年を迎えるにあたり、「Back to 
our core Value」をスローガンとして掲げます。私たち
は、マンションリノベーションを軸に自信を持って向き

合ってきた現場力、具体的には価値ある物件を見出す営

業力、物件を甦らせる設計力と現場管理力、そしてお客様

に引き渡した後のアフターサービスまでを一気通貫で大

切にしてきました。

これまで私たちの現場を支えてきたのは社員であり、そ

して取引先やステークホルダーの皆様のおかげです。こ

の節目に、皆様への感謝の気持ちを改めて表明するとと

もに、こらからもともに成長し、成果を還元していくこと

をお約束します。

これからより一層の省エネ化、省力化が求められる社会

となります。私たちはリノベーション業界において、お

客様が健康で快適で安心な生活を送ることができる住ま

いを提供していきます。

リノベーションによる住宅性能評価や不動産取引のDX
化を進め、より省エネ化や省力化の見える化を実現しま

す。こうした現場力こそが私たちの強みであり、コアバ

リューであることを社員一人ひとりが再認識し、それを

内外に発信していくことが、今後の会社の飛躍的な成長

につながると信じています。

さらに、社員のエンゲージメントを高め、一人当たりの生

産性を向上させるための施策に注力していきます。社員が

やりがいを感じ、成長できる環境を整えることで、全体の

パフォーマンスを高め、持続的な成長を目指していきます。

ション購入を検討する層が増えているのは当社にとってプ

ラスの面があります。しかし国内景気全体が良いというこ

とではなく、エリア別で物件の需給状況が二極化しており、

仕入れの見極めが重要となっています。首都圏でも内装費

や人件費のコストアップを販売価格に転嫁できるエリアは

限られています。このような事業環境を考慮し、物件仕入れ

の厳選を継続することで、早期売却につなげ、事業回転率を

高め、収益化につなげてまいります。

ソリューション事業分野は、一棟収益物件等の売却により

37億円、「アセットシェアリング」シリーズ販売により10億
円を計画しています。

この4月から新築は、省エネ住宅性能表示義務化が始まり、
来年度から省エネ基準適合が義務化されます。これは住まい

の選択肢として省エネ性能が重視される時代になっていく

ということです。そんな中、リノヴェックスマンションの新

規交換の設備は省エネが標準仕様です。性能を見える化した

「省エネルギー性能レポート」を提供する「エコキューブ」を

推進しています。次のステップとして断熱の新工法や熱交換

換気の開発と実装化を進め、さらなる省エネ性能の向上を目

指してまいります。これは住宅ローン減税の控除額が拡大す

る省エネ基準の対象物件の増加となり、販売面においても差

別化となります。当社のビジョンである「すべての人にリノ

ベーションで豊かな生活を」への想いは不変であり、自社だ

けではなく広く業界への普及拡大を図り、省エネリノベー

ションで国のCO2削減目標にも寄与してまいります。

また、セルフ内見システムのSmaviewについても、スマー
トロックの企画・製造・販売会社であるCANDY HOUSE 
JAPAN株式会社との資本業務提携によって、関連機器の確
保とシステム連携を加速させていきます。今後は不動産仲介

のみならずマンスリーマンションや民泊、さらには物流業界

などへのサービス展開も視野に入れています。当社の現場力

と最新のIT技術で2024年問題などの社会課題の解決と当社
の持続的な成長を実現していきます。

POINT ー2025年5月期の重点方針ー

▲ リノベーション事業分野 創立30周年を迎え、次なる成長を見据えた
次世代人財の育成と体制づくり•  収益性の回復を見込む  ［粗利率］29期：10.6%⇒30期：12.7%

•  高額帯物件の積極仕入
•  エコキューブによる省エネ化

▲ ソリューション事業分野
•  長期保有していた一棟収益物件の売却を見込む 
⇒今期の増益に大きく寄与
•  不動産小口化商品「アセットシェアリング」継続販売
•  高稼働率ホテルが収益寄与

体質強化による収益拡大 人的資本経営の推進

次世代人財の育成 従業員エンゲージ
メントの向上

IRピックアップ 「サステナビリティ経営の推進」でも
紹介しています。



本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝を進呈させていただきます。
株主アンケートにご協力くださいhttps://koekiku.jp

アクセスキー  8940dUer

当期の P O I N T

会社概要 （2024年5月31日現在）

IRメール配信 登録受付中 当社の決算発表等のIR情報や、説明会・セミナー開催、
新商品・サービスのご案内をお送りしています。

ご登録はこちら

▲

会社名 株式会社インテリックス

設立 1995年（平成7年）7月17日
所在地 〒150-0002

東京都渋谷区渋谷2-12-19
東建インターナショナルビル11F

上場市場 東京証券取引所スタンダード市場
（証券コード 8940）

資本金 22億53百万円
代表者 代表取締役社長　俊成 誠司

従業員数 連結319名、単体213名

事業内容 不動産売買・不動産賃貸
不動産コンサルティング

免許番号 ［宅地建物取引業者免許］国土交通大臣（5） 第6392号
［不動産特定共同事業者許可］東京都知事 第97号

所属団体 一般社団法人 リノベーション協議会
公益社団法人 首都圏不動産公正取引協議会
一般社団法人 不動産流通経営協会
一般社団法人 全国住宅産業協会
一般社団法人 不動産証券化協会

営業拠点 渋谷・札幌・仙台・東京日本橋・横浜・名古屋・
京都・大阪・広島・福岡

グループ
会社

株式会社インテリックス空間設計
株式会社インテリックスプロパティ
株式会社ＦＬＩＥ
株式会社リコシス
株式会社ＴＥＩ Japan
株式会社再生住宅パートナー

1 2 3売上高 経常利益 自己資本比率

P O I N T P O I N T P O I N T

販管費が前期比で9.3%減少したことにより、営
業利益が 31%増益となったことに加え、有利子
負債の減少による支払利息等の営業外費用が
13.8%減少した結果、経常利益は前期の2.5倍
の増益

リノヴェックスマンションの販売単価アップの
効果により増収となり、またリースバック物件
の流動化、アセットシェアリング新シリーズの
組成、ホテル収益の寄与等により、連結での売
上高は前期から3.6%の増収

リノヴェックスマンション在庫の早期売却に注
力し、厳選した仕入れを行い、在庫の適正化を
推進。その結果、総資産のスリム化がなされ、有
利子負債の圧縮とともに自己資本比率が29.1%

までに改善

F i n a n c i a l  R e v i e w

数字で伝えるインテリックス

■リノヴェックスマンション販売戸数 ■売上高 ■経常利益

■親会社株主に帰属する当期純利益 ■自己資本比率 ■1株当たり配当金
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